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1692 年当時から 300 年以上にわたってその図像が少し
　非文字資料研究センターを訪問した際、私は漫才と落
語を主とした寄席芸術１が現代日本の都市においてどの
ように伝承されているのかを探ることを課題とした。セ
ンターの先生方や院生たちの協力を受けながら、横浜・
新宿・浅草・上野などの寄席を見学したり、落語家にイ
ンタビューしたりすることができた。国立演芸場の演芸
資料室や神奈川大学図書館において文献資料を集めるこ
ともできた。以下では、調査の内容を報告したい。
　劇場に目を向けてみよう。寄席の多くは、伝統的な形
式と西洋的なそれとを共に備えている。寄席の舞台は、
伝統的な形式を重視する形で設計されるが、そこには現
代的な要素も多くみられる。特に、スピーカーやプロジェ
クターといった現代的な設備を用いることで、元来、限
られた範囲のみに声を伝えることで成立していた寄席の
小さな空間を拡大することに成功している。こうして、
寄席は様々な層の観衆の需要に対応しているのである。
　毎日がテンポよく進む日本社会において、そもそもは
　神奈川大学の非文字資料研究センターで、同センター
とフランス国立高等研究院東アジア文明研究センター
（CRCAO）の交流プログラムの一環として、3 週間にわ
たって研究を行う機会に恵まれた。本当に魅力的な 3 週
間だった。
　今回の訪日は、私が続けている日本の「お守り」に関
する研究をさらに進めることが目的であり、それだけに
一層魅力的であった。日本には数多くのお守りがあり、
横浜や六角橋周辺でもよく見かけるが、私が研究の対象
にしているのは紙に印刷されたお守り、つまり、人々が
お寺や神社からもらう厄除けや護符で、その形状から、
通常「おふだ」と呼ばれているものである。学術研究の
テーマとして「おふだ」を取り上げるというのは、海外
でも日本でも、やや風変わりであることは明らかである。
　確かに、テーマとしては変わっている。というのは、「お
ふだ」は日本人が学術研究の対象として思いつくような
ものではないし、より正確に言えば、日本人はごく最近
現代日本における寄席芸術の伝承
に関する考察
日本のお守りの魅力
祝　鵬　程
（北京師範大学）
Josef Antonius Kyburz
（フランス国立高等研究院東アジア文明研究センター）
